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儒
家
の
政
治
に
關
す
る
理
想
は
、
君
主
其
仁
義
の
徳
を
修
め
、
推
し
て
之
を

四
海
に
擴
む
る
に
あ
る
。
所
謂
人
に
忍
び
ざ
る
の
心
を
以
て
、
人
に
忍
び
ざ
る

の
政
を
行
ひ
、
教
養
並
待
ち
て
、
天
下
の
民
、
匹
夫
匹
婦
ま
で
其
澤
を
被
ら
ざ

る
も
の
な
き
に
至
る
を
以
て
王
道
の
極
功
と
し
て
居
る
。
覇
者
の
政
は
即
ち
之

に
異
り
、
或
場
合
に
は
、
仁
義
道
徳
を
云
々
す
る
け
れ
ど
も
、
是
れ
其
美
名
を

假
る
に
過
ぎ
な
い
。
又
其
政
治
は
時
と
し
て
は
人
民
に
幸
福
を
與
へ
、
顯
著
な

る
事
功
を
生
ず
る
こ
と
も
あ
れ
ど
、
其
實
彼
等
に
は
其
自
身
の
目
的
が
あ
つ
て
、

人
民
を
以
て
其
目
的
を
遂
行
す
る
に
必
要
な
る
機
械
と
見
、
專
ら
法
に
任
じ
、

人
民
を
驅
り
て
之
に
赴
か
し
め
、
以
て
役
使
の
用
に
供
す
る
。
即
ち
儒
家
が
政

治
を
以
て
人
民
の
爲
め
の
政
治
と
な
す
に
反
し
、
法
家
に
あ
り
て
は
人
民
を
以

て
政
治
を
遂
行
す
る
一
の
機
械
と
す
る
。
是
の
如
く
兩
者
の
主
義
主
張
同
じ
か

ら
ざ
り
し
を
以
て
、
孟
子
の
如
き
は
儒
家
の
立
場
よ
り
、
春
秋
の
世
、
覇
者
と

し
て
有
名
な
り
し
齊
桓
晉
文
、
若
し
く
は
齊
桓
の
覇
業
を
輔
け
て
功
あ
り
し
管

仲
、
同
じ
く
齊
の
政
治
家
に
し
て
法
家
の
思
想
を
抱
き
し
晏
子
等
に
對
し
て
は

不
滿
の
意
を
表
は
し
て
居
る
。
其
齊
宣
王
の
問
に
答
へ
て
「
仲
尼
之
徒
。
無
道

桓
文
之
事
者
。
是
以
後
世
無
傳
焉
。
」
と
い
ひ
（
梁
惠
王
上
）
公
孫
丑
が
「
夫

子
當
路
於
齊
。
管
仲
晏
子
之
功
。
可
復
許
乎
。
」
と
い
ひ
し
と
き
、
「
子
誠
齊

人
也
。
知
管
仲
晏
子
而
已
矣
。
」
と
答
へ
て
、
己
を
管
晏
の
徒
に
比
す
る
の
不

平
を
列
ら
べ
（
公
孫
丑
上
）
又
た
「
湯
之
於
伊
尹
。
桓
公
之
於
管
仲
。
則
不
敢

召
。
管
仲
且
猶
不
可
召
。
而
況
不
爲
管
仲
一
者
乎
。
」
（
公
孫
丑
下
）
と
い
ひ

し
孟
子
の
言
葉
に
よ
り
何
如
に
其
管
仲
を
眼
下
に
見
し
か
を
知
る
こ
と
が
で
き

る
。
其
他
荀
子
が
「
仲
尼
之
門
人
。
五
尺
之
豎
子
。
言
羞
稱
乎
五
伯
。
」
（
仲

尼
篇
）
と
い
ひ
し
言
に
徴
す
れ
ば
、
當
時
孟
子
に
限
ら
ず
、
凡
そ
儒
家
に
屬
せ

し
も
の
は
、
五
伯
若
し
く
は
之
を
輔
け
し
人
物
を
非
難
し
、
又
彼
等
の
政
治
に

學
術
的
理
窟
を
つ
け
た
る
法
家
學
派
と
互
ひ
に
相
爭
ひ
、
王
覇
の
別
を
嚴
に
し

て
孔
子
の
道
を
明
に
せ
ん
と
務
め
た
有
樣
が
察
せ
ら
れ
る
。

　
然
ら
ば
儒
家
の
祖
と
す
る
孔
子
自
身
は
此
等
の
覇
者
と
之
を
輔
け
て
其
業
を

成
さ
し
め
た
る
人
物
、
例
へ
ば
管
仲
の
如
き
も
の
に
つ
き
何
如
に
之
を
批
評
せ

し
か
、
孟
荀
と
同
じ
き
峻
嚴
な
る
態
度
を
取
り
て
之
に
向
は
れ
し
か
。
是
れ
此

文
に
於
い
て
論
ぜ
ん
と
欲
す
る
所
で
あ
る
。

　
さ
て
孔
子
の
管
仲
に
對
す
る
批
評
は
論
語
に
散
見
す
る
が
、
申
迄
も
な
く
第

一
は
八
佾
篇
の
『
管
仲
之
器
小
哉
』
の
一
章
、
そ
れ
か
ら
憲
問
篇
『
或
問
子
産
』

章
に
管
仲
の
評
語
あ
り
、
又
外
に
猶
二
章
あ
り
。
今
説
明
の
爲
め
に
、
其
全
文

を
擧
げ
ん
。

　
　
子
路
曰
。
桓
公
殺
公
子
糾
。
召
忽
子
之
。
管
仲
不
死
。
曰
。
未
仁
乎
。
子

　
　
曰
。
桓
公
九
合
諸
侯
。
不
以
兵
車
。
管
仲
之
力
也
。
如
其
仁
。
如
其
仁
。

　
　
子
貢
曰
。
管
仲
非
仁
者
與
。
桓
公
殺
公
子
糾
。
不
能
死
。
又
相
之
。
子
曰
。

　
　
管
仲
相
桓
公
覇
諸
侯
。
一
匡
天
下
。
民
到
于
今
受
其
賜
。
微





管

仲
。
吾
其

　
　
被
髮
左
衽
矣
。
豈
若
匹
夫
匹
婦
之
爲
諒









也
。
自
經
於
溝
涜
而
莫
之
知
也
。

以
上
は
子
路
子
貢
共
に
管
仲
が
其
君
の
爲
め
に
死
す
る
こ
と
能
は
ず
、
却
つ
て

讎
に
事
へ
た
る
不
義
の
行
を
指
斥
し
、
か
く
て
は
仁
者
と
い
は
れ
ま
じ
と
思
ひ
、

孔
子
に
問
ひ
し
が
、
孔
子
は
管
仲
功
業
の
顯
著
な
り
し
こ
と
を
稱
し
、
孔
子
が

容
易
に
人
に
許
る
さ
れ
ざ
り
し
仁
を
管
仲
に
許
る
し
、
し
か
も
如




其

仁
如







其
仁

と
繰
返
へ
し
て
歎
美
さ
れ
た
る
こ
と
ゝ
な
る
。
然
る
に
之
に
對
し
て
疑
問
の
起

る
の
は
、
孔
子
の
管
仲
に
對
し
て
な
さ
れ
た
批
評
が
一
貫
し
て
居
な
い
こ
と
で

あ
る
。
即
ち
八
佾
篇
で
は
管
仲
を
評
し
て
『
器
小
哉
』
と
い
ひ
、
終
り
に
は

『
然
則
管
仲
知
禮
乎
』
と
の
問
に
對
し
『
管
氏
而
知
禮
。
孰
不
知
禮
。
』
と
い
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つ
て
其
非
禮
を
責
め
な
が
ら
、
何
故
に
一
方
に
於
て
あ
れ
程
ま
で
に
管
仲
を
美

め
、
其
弟
子
中
顏
淵
に
對
し
て
す
ら
僅
に
「
三
月
不
違
仁
」
を
許
し
た
る
大
徳

を
管
仲
に
許
し
、
し
か
も
其
仁
に
如
か
む
や
と
二
度
ま
で
も
繰
返
へ
し
て
之
を

歎
美
せ
ら
れ
し
か
。

　
是
に
就
い
て
從
來
の
學
者
は
二
つ
の
見
方
を
し
て
居
る
。
即
其
一
は
孔
子
の

道
は
非
常
に
大
に
し
て
一
の
學
派
學
説
と
し
て
見
る
べ
き
も
の
に
あ
ら
ず
、
孔

子
の
仁
も
必
竟
長
人
安
民
の
徳
に
過
ぎ
な
い
か
ら
、
管
仲
の
功
業
を
美
め
ら
れ

て
も
少
し
も
差
支
な
い
。
管
仲
の
器
を
小
な
り
と
い
は
れ
し
は
備
は
ら
ん
こ
と

を
賢
者
に
求
め
て
か
く
言
は
れ
し
も
の
で
、
其
實
斯
の
如
き
功
業
を
立
て
國
家

人
民
を
利
し
た
る
も
の
を
仁
者
と
云
は
れ
ぬ
筈
は
な
い
。
後
世
孟
子
の
如
き
は

自
ら
儒
家
と
云
ふ
狹
き
立
場
に
我
身
を
置
き
、
己
れ
の
宗
旨
を
尊
く
す
る
の
念

に
驅
ら
れ
て
管
晏
等
の
覇
者
の
輔
た
り
し
も
の
を
罵
れ
ど
も
、
そ
れ
は
孟
子
以

後
の
こ
と
で
、
孔
子
に
は
か
ゝ
る
考
は
な
か
つ
た
と
い
つ
て
居
る
が
、
此
等
の

學
者
の
見
方
に
よ
る
と
孔
子
の
管
仲
に
對
す
る
批
評
が
別
に
矛
盾
せ
ぬ
と
い
ふ

の
で
あ
る
。

　
又
是
れ
に
反
し
て
或
學
者
は
「
管
仲
之
器
小
哉
」
の
章
に
於
け
る
孔
子
の
評

論
と
前
に
擧
げ
た
孔
子
が
管
仲
を
美
め
て
仁
を
許
る
さ
れ
た
章
と
は
一
致
し
な

い
も
の
と
す
る
。
然
ら
ば
何
故
論
語
中
に
か
く
の
如
く
一
致
を
缺
ぐ
も
の
が
あ

る
か
と
い
ふ
に
、
一
體
論
語
に
は
古
論
魯
論
齊
論
な
ど
種
々
の
本
文
が
あ
つ
た

が
、
恐
ら
く
此
章
は
孟
子
が
惡
口
を
い
つ
た
通
り
管
仲
晏
子
の
み
を
天
下
の
大

人
物
と
心
得
た
り
し
齊
人
が
勝
手
に
其
論
語
即
ち
齊
論
に
入
れ
し
も
の
で
、
他

の
古
論
や
魯
論
に
な
か
つ
た
か
も
知
れ
ぬ
と
い
つ
て
居
る
。

　
前
に
擧
げ
た
一
説
は
徂
徠
等
の
い
ふ
所
が
つ
ま
り
さ
う
で
あ
る
し
、
又
後
の

一
説
は
清
の
孫
志
祖
の
讀
書
脞
録
な
ど
に
「
後
世
學
者
。
遂
疑
聖
人
立
論
之
偏
。

與
器
小
章
抑
揚
懸
絶
。
而
欲
置
此
二
章
於
齊
論
之
内
。
」
と
あ
る
が
如
き
即
ち

是
れ
で
あ
る
。
こ
の
兩
説
は
均
し
く
尤
と
思
は
る
れ
ど
も
、
詳
に
之
を
察
す
れ

ば
疑
ふ
べ
き
も
の
が
な
い
で
は
な
い
。
第
一
孔
子
が
管
仲
の
功
業
を
美
め
ら
れ

し
は
論
者
の
い
ふ
通
り
な
れ
ど
、
何
故
に
人
間
の
到
達
し
得
べ
き
最
上
至
極
の

徳
に
し
て
、
孔
子
自
ら
も
敢
て
之
に
居
ら
ず
又
何
人
に
も
容
易
に
許
さ
れ
ぬ
仁

を
以
て
管
仲
に
許
さ
れ
し
か
。
顏
淵
が
仁
を
問
ひ
し
と
き
、
孔
子
は
『
非
禮
勿

視
。
非
禮
勿
聽
。
非
禮
勿
言
。
非
禮
勿
動
。
』
を
以
て
之
に
答
へ
ら
れ
た
。
若

し
管
仲
が
『
管
子
而
知
禮
。
孰
不
知
禮
。
』
と
い
は
れ
し
如
き
非
禮
の
人
で
あ

つ
た
ら
、
之
に
對
し
其
仁
を
許
さ
れ
た
こ
と
は
譯
が
解
ら
ぬ
、
又
た
孔
子
仁
を

許
す
の
章
を
以
て
齊
人
の
加
筆
に
成
り
、
齊
論
に
の
み
あ
つ
た
も
の
と
す
る
は
、

面
白
き
見
方
の
樣
に
も
聞
ゆ
れ
ど
、
是
れ
は
全
く
想
像
説
に
し
て
何
等
の
證
據

な
し
。
如
何
と
な
れ
ば
論
語
に
古
論
齊
論
魯
論
の
別
あ
り
し
こ
と
は
魏
何
晏
集

解
の
序
に
詳
に
し
て
、
序
に
は
明
に
三
者
編
次
の
同
じ
か
ら
ざ
る
を
述
べ
、
齊

論
凡
そ
二
十
二
篇
に
し
て
其
内
魯
論
よ
り
も
問
王
知
道
の
二
篇
多
き
由
を
い
つ

て
ゐ
る
。
即
ち
問
王
知
道
の
二
篇
以
外
に
齊
論
と
其
他
の
論
語
と
の
異
同
あ
る

よ
し
を
云
は
ざ
れ
ば
、
間
接
に
憲
問
の
或
章
を
以
て
齊
論
に
の
み
あ
り
し
と
な

す
の
説
は
根
據
な
き
こ
と
ゝ
な
る
で
あ
ら
う
。
又
今
一
つ
の
點
は
此
章
に
孔
安

國
の
注
を
引
い
て
あ
る
が
、
孔
安
國
は
何
晏
の
序
に
よ
れ
ば
古
論
語
に
訓
説
を

書
い
た
人
と
な
つ
て
居
る
。
若
し
孔
安
國
の
注
が
果
し
て
あ
つ
た
も
の
と
せ
ば

其
注
が
齊
論
の
み
に
あ
る
章
に
入
つ
て
居
る
譯
は
な
い
の
で
あ
る
。
要
す
る
に

齊
人
加
筆
の
説
も
成
立
た
な
い
。

　
然
ら
ば
こ
の
孔
子
の
管
仲
評
に
關
す
る
前
後
不
一
致
を
如
何
に
見
る
べ
き
か

と
い
ふ
に
、
第
一
に
は
前
に
擧
げ
た
る
憲
問
篇
孔
子
管
仲
の
仁
を
許
る
さ
れ
し

文
句
中
、
『
如﹅
其﹅
仁﹅
』
の
意
味
で
、
こ
の
三
字
の
解
釋
如
何
に
よ
り
て
孔
子
の

管
仲
評
が
前
後
一
致
せ
ぬ
こ
と
に
も
、
又
一
致
す
る
こ
と
に
も
な
る
の
で
あ
る
。

　
こ
の
解
釈
に
就
い
て
何
晏
集
解
に
は
孔
安
國
の
注
を
擧
げ
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孔
曰
誰
如
管
仲
之
仁
矣
。

と
あ
り
。
結
局
管
仲
程
の
仁
者
は
他
に
比
類
な
か
る
べ
し
と
の
意
味
に
て
、
鄭

玄
も
ま
た
、

　
　
重
言
如
其
仁
者
。
九
合
諸
侯
。
功
濟
天
下
。
此﹅
仁﹅
爲﹅
大﹅
。
死
節
仁
小
者
也
。

　
　

と
い
ひ
（
太
平
御
覽
卷
四
百
十
九
に
見
ゆ
、
孔
廣
林
の
輯
本
論
語
鄭
氏
注
に
鄭

注
と
し
て
之
を
收
め
た
り
。
）
朱
子
は
流
石
に
其
王
覇
の
分
、
義
利
の
別
を
嚴

に
す
る
學
説
よ
り
し
て
、
孔
子
が
仁
を
許
せ
し
こ
と
に
囘
護
の
辭
を
な
し
、

　
　
葢
管
仲
雖
未
得
爲
仁
人
。
而
其
利
澤
及
人
。
則
有
仁
之
功
矣
。

と
い
つ
て
ゐ
る
。
頗
る
窮
し
た
語
で
あ
る
が
。
結
局
安
國
が
誰
如





管
仲
之
仁
一

矣
の
注
を
下
し
て
よ
り
以
後
の
注
家
は
多
く
之
を
承
け
、
孔
子
が
管
仲
に
許
し

た
も
の
と
す
る
の
で
あ
る
。

　
然
る
に
か
く
て
は
前
に
述
べ
た
る
如
く
孔
子
の
言
葉
に
矛
盾
を
生
ず
る
を
以

て
、
清
の
宋
翔
鳳
は
『
如
其
仁
』
の
一
句
を
『
其
仁
の
如
し
』
と
讀
み
、
孟
子

が
『
以
力
假
仁
者
覇
』
と
い
ひ
し
が
如
く
、
覇
者
は
眞
に
仁
心
を
以
て
仁
を
行

ふ
に
あ
ら
ず
、
唯
其
美
名
を
假
る
に
過
ぎ
ず
、
管
中
の
功
業
も
其
動
機
は
必
ず

し
も
善
な
ら
ざ
れ
ど
も
、
其
事
（
結
果
）
は
仁
の
事
に
相
違
な
け
れ
ば
、
其
仁

の
如
し
と
い
へ
り
と
な
し
（
論
語
説
義
、
我
國
冢
田
虎
も
全
く
同
一
の
説
を
な

せ
り
。
其
著
冢
注
論
語
に
見
ゆ
。
）
、
又
た
孫
志
祖
は
『
如
其
仁
。
如
其
仁
。
』

を
以
て
葢
疑
而
不
許
之
詞
。
非
重
言
以
深
許
之
也
。
と
い
つ
て
ゐ
る
（
讀
書
脞

録
）
。
葢
疑
而
不
許
之
詞
と
い
へ
ば
如
其
仁
如
其
仁
と
讀
み
、
歇
後
の
辭
と
な

す
も
の
に
似
た
り
（
翟
灝
の
四
書
考
異
に
は
「
如
其
仁
」
の
其
を
召
忽
の
代
名

詞
と
な
し
、
召
忽
身
を
殺
し
て
仁
を
成
す
管
仲
の
功
亦
之
に
匹
敵
す
共
に
仁
と

な
す
べ
し
と
の
意
に
解
せ
り
。
如
を
ゴ
ト
シ
と
讀
む
こ
と
は
同
一
な
れ
ど
も
其

義
は
自
ら
別
な
り
。
）
。
人
或
は
王
引
之
の
經

傳

釋

詞

に
『
如
猶
乃
也
』
と
な

る
に
據
り
『
如
其
仁
』
を
『
乃
其
仁
』
の
意
に
解
し
、
孰
如
其
仁
と
い
ふ
如
き

極
力
賞
讚
の
辭
と
な
さ
ず
以
て
孔
子
の
語
勢
を
緩
和
せ
ん
と
す
る
も
の
も
あ
る

（
潘
維
城
論
語
古
注
集
箋
、
黄
式
三
論
語
後
案
等
）
。

　
此
等
の
説
も
一
應
尤
な
り
と
雖
、
如
其
仁
を
以
て
『
其
仁
の
如
し
』
若
し
く

は
『
其
仁
の
如
き
は
』
と
讀
む
は
文
理
に
於
て
未
だ
協
は
ざ
る
に
似
た
り
。
又

『
如
』
を
以
て
乃
と
な
す
も
、
如
乃
の
二
字
相
通
ぜ
し
こ
と
は
古
書
に
例
あ
れ

ば
穴
勝
不
可
と
な
さ
ず
。
併
是
れ
唯
孔
子
仁
を
許
す
語
勢
の
強
き
も
の
を
緩
和

し
た
る
ま
で
に
て
前
に
擧
げ
た
る
矛
盾
を
去
る
こ
と
は
出
來
な
い
の
で
あ
る
。

　
余
思
ふ
に
何
晏
集
解
に
漢
以
來
諸
家
の
説
を
收
め
た
る
が
、
其
前
漢
に
あ
つ

て
は
則
ち
一
の
孔
安
國
あ
る
の
み
。
而
し
て
孔
安
國
已
に
『
誰
如
管
仲
之
仁
矣
』

の
注
を
な
せ
し
と
す
れ
ば
孔
子
仁
を
許
る
す
の
説
は
前
漢
傳
來
の
も
の
で
相
當

に
其
權
威
を
認
め
ね
ば
な
ら
ぬ
が
、
集
解
所
收
の
孔
安
國
注
の
信
ず
る
に
足
ら

ず
、
其
後
人
の
贋
鼎
た
る
こ
と
は
、
劉
端
臨
、
陳
〻
明
と
な
つ
た
（
丁
晏
の
書

は
予
未
だ
之
を
見
ず
、
今
劉
寳
楠
論
語
正
義
に
據
る
。
）
。
そ
れ
で
、
縱
令
孔

注
に
さ
う
な
つ
て
居
る
か
ら
と
い
つ
て
、
其
れ
が
前
漢
經
師
の
説
で
あ
る
と
す

る
に
足
ら
ぬ
。
余
は
そ
れ
よ
り
も
楊
雄
の
法
言
の
方
が
も
つ
と
論
語
を
解
す
る

材
料
と
な
る
と
思
ふ
。

　
申
す
迄
も
な
く
楊
雄
は
易
に
擬
し
て
太
玄
を
作
り
、
論
語
に
擬
し
て
法
言
を

作
つ
た
と
い
は
る
ゝ
だ
け
（
漢
書
楊
雄
傳
）
法
言
を
見
る
と
其
或
章
は
論
語
と

全
く
同
一
の
句
法
を
用
ひ
て
居
る
が
、
前
に
擧
げ
た
「
如
其
仁
」
と
同
一
の
句
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法
を
用
ひ
、
然
か
も
論
語
に
於
け
る
が
如
く
之
を
疊
言
し
た
例
が
あ
る
。

　
　
或
謂
。
子
之
治
産
。
不
如
丹
圭
之
富
。
曰
。
吾
聞
先
生
相
與
言
。
則
以
仁

　
　
與
義
。
市
井
相
與
言
。
則
以
財
與
利
。
如﹅
其﹅
富﹅
。
如﹅
其﹅
富﹅
。
（
學
行
篇
）

　
　
或
問
屈
原
智
乎
。
曰
。
如
玉
如
瑩
。
爰
變
丹
青
。
如﹅
其﹅
智﹅
。
如﹅
其﹅
智﹅
。

　
　
（
吾
子
篇
）

　
　
或
曰
。
淵
騫
曷
不
寢
。
曰
。
攀
龍
鱗
。
附
鳳
翼
。
巽
以
揚
之
。
勃
勃
乎
其

　
　
不
可
及
也
。
如﹅
其﹅
寢﹅
。
如﹅
其﹅
寢﹅
。
（
淵
騫
篇
）

　
　
或
曰
。
申
韓
之
法
非
法
與
。
曰
。
法
者
謂
唐
虞
成
周
之
法
也
。
如﹅
申﹅
韓﹅
。

　
　
如﹅
申﹅
韓﹅
。
（
問
道
篇
）

以
上
の
例
に
於
い
て
、
如
其
富
、
如
其
智
、
如
其
寢
、
如
申
韓
、
を
各
疊
用
し

て
居
る
の
は
疑
も
な
く
論
語
の
『
如
其
仁
』
を
重
言
し
た
の
を
學
ん
だ
も
の
で

あ
る
。
然
る
に
若
し
論
語
の
如
其
仁
が
孔
安
國
の
解
釋
の
通
り
と
し
、
是
れ
を

法
言
に
應
用
し
、
如




其

富
、
如




其

智
、
如




其

寢
、
如




申

韓
と
讀
ん
だ
ら
丸
で
意

味
が
分
ら
ぬ
こ
と
ゝ
な
る
。
此
れ
は
前
の
句
か
ら
推
し
て
『
何
如
ん
ぞ
富
ま
む

や
』
『
如
何
ぞ
智
な
ら
む
や
』
『
何
如
ぞ
寢



れ
ん
や
』
『
申
韓
を
如
何
に
せ
む
』

と
讀
ま
な
く
て
は
な
ら
ぬ
こ
と
は
明
ら
か
で
、
又
間
接
に
楊
雄
が
論
語
の
「
如

其
仁
」
を
ど
ん
な
風
に
讀
ん
だ
か
が
想
像
さ
る
ゝ
の
で
あ
る
。
前
に
も
申
し
た

通
り
何
晏
集
解
に
引
け
る
孔
安
國
の
注
が
、
後
人
の
僞
作
で
、
信
ず
べ
か
ら
ざ

る
も
の
で
あ
つ
た
な
ら
ば
、
こ
の
楊
雄
の
解
釋
は
前
漢
經
師
の
説
と
し
頗
る
貴

い
も
の
と
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
。

　
近
時
兪
樾
は
楊
雄
法
言
の
文
か
ら
論
語
の
如﹅
其﹅
仁﹅
の
義
を
推
定
す
べ
き
を
い

ひ
、

　
　
以
楊
子
之
意
推
之
。
則
如
其
仁
者
不
許
之
也
。
孔
子
於
管
仲
。
但
許
其
事

　
　
功
之
盛
。
而
未
嘗
予
之
以
仁
。
故
其
意
若
曰
論
管
仲
者
。
但
以
事
功
論
之

　
　
足
矣
。
如
何
其
以
仁
也
。
如
何
其
以
仁
也
。
（
諸
子
平
議
）

と
論
じ
て
居
る
が
、
是
れ
は
面
白
き
見
方
と
思
ふ
。
兪
樾
は
「
如
」
の
上
に

「
何
」
字
を
加
へ
て
何

如

の
意
味
に
解
し
、
又
た
王
引
之
は
經
傳
釋
詞
に
如
猶

奈
也
と
い
ひ
如
と
奈
と
を
同
一
に
使
つ
た
こ
と
を
注
意
し
て
居
る
が
、
此
を

「
如
其
仁
」
の
場
合
に
應
用
し
て
も
、
つ
ま
り
同
一
の
結
果
と
な
る
の
で
あ
る
。

　
要
す
る
に
前
に
述
べ
た
る
通
り
、
法

言

の
例
よ
り
推
せ
ば
、
『
如
其
仁
』

『
如
其
仁
』
と
二
度
ま
で
も
繰
返
へ
し
た
の
は
、
其
仁
を
許
さ
ゞ
る
の
意
を
示

し
た
と
す
れ
ば
、
前
に
擧
げ
た
孔
子
の
管
仲
に
對
す
る
評
語
が
前
後
一
致
せ
ぬ

と
い
ふ
非
難
は
な
く
な
る
譯
で
あ
る
。
而
し
て
か
く
解
し
て
も
憲
問
篇
の
二
章

其
文
理
に
於
て
聊
か
も
不
都
合
は
な
い
。
即
ち
前
に
於
て
管
仲
の
功
業
を
稱
し
、

最
後
に
そ
れ
で
も
仁
者
と
は
い
は
れ
ぬ
と
轉
語
を
下
し
た
も
の
と
見
る
。
『
子

貢
曰
。
管
仲
非
仁
者
與
』
章
と
子
貢
が
仁
者
た
ら
ざ
る
理
由
と
し
て
管
仲
が
公

子
糾
の
爲
め
に
死
す
る
こ
と
能
は
ず
、
却
つ
て
其
讎
に
事
へ
た
事
實
を
擧
げ
た

か
ら
、
此
に
對
し
孔
子
が
管
仲
を
辯
護
し
た
ま
で
ゞ
、
孔
子
が
仁
を
許
さ
ゞ
る

譯
は
、
管
仲
の
理
想
が
低
く
、
僅
か
に
覇
者
の
佐
た
る
に
過
ぎ
ざ
り
し
に
由
る

所
以
を
言
外
に
含
ま
せ
た
も
の
と
見
れ
ば
何
の
差
支
も
な
い
。
論

語

の
中
に
は

孔
子
が
人
物
を
評
論
し
て
、
初
め
に
其
美
點
を
擧
げ
、
最
後
に
そ
れ
で
も
仁
者

と
ま
で
は
言
は
れ
ぬ
と
之
を
抑
ゆ
る
樣
な
言
辭
を
な
し
た
例
は
、

　
　
子
曰
。
由
也
千
乘
之
國
可
使
治
其
賦
也
。
不
知
其
仁
也
。

又
は
令
尹
子
文
、
陳
文
子
な
ど
を
評
し
て
其
忠
若
し
く
は
其
清
を
美
し
な
が
ら
、
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然
ら
ば
「
仁
矣
乎





」
と
問
は
れ
て
「
曰
。
未
知
。
焉
得
仁
。
」
な
ど
ゝ
い
つ
た

の
も
矢
張
り
同
じ
こ
と
で
あ
る
。
孔
子
の
王
道
と
覇
者
の
道
と
は
根
本
的
に
異

り
、
氷
炭
相
容
れ
ざ
る
も
の
で
あ
つ
て
、
孔
子
が
管
仲
の
仁
を
許
し
た
と
見
る

は
、
學
者
が
所
謂
孔
安
國
の
注
な
る
も
の
に
誤
ま
ら
れ
た
結
果
で
あ
る
と
思
ふ

の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
大
正
十
一
年
十
一
月
、
支
那
學
第
三
卷
第
二
號
）
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